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　この数年間、東京だけで、シネカノン有楽町（2010年 1 月）、ライズ X（2010年 6
月）、渋谷シアター TSUTAYA（2010年 9 月）、シネマ・アンジェリ（2010年11月）、恵
比寿ガーデンシネマ（2011年 1 月）、シネセゾン渋谷（2011年 2 月）、池袋東急（2011年
12月）、シアター N 渋谷（2012年 2 月）、上野東急（2012年 4 月）、新宿国際名画座、新
宿国際劇場（2012年 9 月）、浅草名画座、浅草新劇場、浅草中映劇場（2012年10月）、
三軒茶屋中央劇場（2013年 2 月）、銀座シネパトス（2013年 3 月）、渋谷東急、銀座テ
アトルシネマ（2013年 5 月）、吉祥寺バウスシアター（2014年 6 月）、三軒茶屋シネマ
（2014年 7 月）、丸の内ルーブル、新橋文化劇場、新橋ロマン劇場（2014年 8 月）、オー
ディトリウム渋谷（2014年 8 月）、新宿ミラノ座、シネマスクエアとうきゅう（2014年












































































　1962年 4 月に営業を始めた時、ATG は日本の大都市の映画館10館を傘下に擁して





























































































































































































































































































































フォーマンスが演じられたのは偶然ではないだろう。 1 年前から蝎座で 3 度にわたっ
て高倉健特集が上映され、その目と鼻の先、新宿東映という劇場では高倉の最新作
『昭和残侠伝 死んで貰います』がちょうど上映されていた最中だった。映画版『書を
捨てよ町へ出よう』で胸を半分はだけてドスを構える高倉の巨大サイズの看板は、学
生活動家の間で非常な人気を誇ったマキノ雅弘の映画への明らかな言及だった。彼ら
は映画を語る街頭劇が演じられている新宿のまさに同じ街頭で警官と戦っていた。
　アートシアター新宿文化及びアンダーラウンド蝎座、日本アート・シアター・ギル
ド、新宿地区の例から、本論は映画、映画館の空間、都市環境の間の相互関係と結合
の実例を描いてきた。ここで描いた映画と人々はすべてアートシアター新宿文化と密
7 　寺山は子供の頃、母の義父に引き取られ、祖父が経営する映画館の劇場スクリーン裏で寝泊
まりして育った。
46
ローランド・ドメーニグ
接に結びついていた。これは最終的には映画館をはるかに超える存在だった。1960年
代から70年代初頭にかけての新宿の熱っぽいカウンター・カルチャーの最大の見せ場
のひとつである以上に、アートシアター新宿文化はまさしくその新宿の文化のたえま
ない再発明と進歩に欠かせないエンジン兼触媒だった。
